
…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

分娩業務の再開が待たれる秦野赤十字病院

防災の視点から無電柱化の推進を 鳥獣に荒らされた畑の様子

法令を遵守して安全・安心な
中学校給食の提供を

空
き
家
を
有
効
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

効
果
的
な
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
を

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
は
差
し
押
さ
え
で
は
な
く

徹
底
し
た
実
態
調
査
を
す
べ
き
だ

表
丹
沢
の
魅
力
創
出
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
生
か
し
た
周
辺
土
地
利
用
の
推
進
を

安
心
し
て
出
産
に
臨
め
る

環
境
づ
く
り
へ
の
情
報
発
信
を

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
空
き
家
施
策
に
つ
い
て

問　
全
国
の
空
き
家
総
数
は
、
国
土
交

通
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
２
０
１
３
年

で
８
２
０
万
戸
と
増
加
を
続
け
て
お
り
、

管
理
さ
れ
て
い
な
い
「
そ
の
他
の
住

宅
」
は
、
１
９
９
３
年
と
比
較
し
、
約

２
倍
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
で

も
多
く
の
空
き
家
が
散
見
さ
れ
て
い
る

が
、
調
査
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
状
は
、
自
治
会
や
市
民
か
ら
の

情
報
提
供
と
、
市
が
保
有
す
る
固
定
資

産
税
の
家
屋
デ
ー
タ
や
住
民
基
本
台
帳

デ
ー
タ
に
よ
り
、
約
１
９
０
０
戸
と
推

定
し
て
い
る
。

問　
全
国
で
は
空
き
家
の
有
効
活
用
が

進
ん
で
お
り
、
市
民
活
動
拠
点
へ
の
利

用
な
ど
多
く
の
事
例
が
あ
る
。
本
市
の

市
民
活
動
へ
の
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
で
の
活
用
の
事
例
と
し
て
、

自
民
・
新
政
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

問　
人
生
百
年
と
い
わ
れ
る
長
寿
社
会

を
迎
え
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が
必
要
だ

が
、
本
市
の
施
策
は
ど
う
か
。

答　
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
や
が
て
高
齢
期
を
迎
え
る
青
壮
年

期
の
健
康
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
東

海
大
学
健
康
学
部
と
の
協
働
に
よ
る
健

康
バ
ス
事
業
や
、
総
合
体
育
館
な
ど
市

日
本
共
産
党
　
　
　
佐
藤
　
文
昭

一
　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
国
の
介
護
保
険
法
改
正
に
よ
り
総

合
事
業
に
移
行
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
減
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答　
軽
度
認
定
者
は
１
０
０
人
減
っ
て

い
る
が
、
介
護
認
定
を
受
け
な
く
て
も

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人
を
合
わ
せ

る
と
、
利
用
件
数
は
約
１
・
６
倍
に
増

え
て
い
る
。

問　
日
本
共
産
党
秦
野
市
議
会
議
員
団

は
、
予
算
要
望
で
均
等
割
の
廃
止
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
要

求
し
て
い
る
が
、
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
個
別
に
均
等
割
を
廃
止
す
る
の
で

は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
全
体
の
在
り

方
の
中
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

二
　
中
学
校
給
食
の
契
約
方
法
等
に
つ

い
て

自
民
・
新
政
　
　
　
相
原
　
　
學

一
　
防
災
・
減
災
及
び
国
土
強
靭
化
策

に
つ
い
て

問　
災
害
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
情
報

発
信
の
取
り
組
み
状
況
、
ま
た
、
防
災

対
策
の
観
点
か
ら
無
電
柱
化
の
整
備
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
登
録
制
の
緊
急
情
報
メ
ー
ル
や
※

Ｌ
ア
ラ
ー
ト
の
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
回
線
を
活
用
し
防
災
行
政
無
線
の

放
送
内
容
を
聞
け
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
無
電
柱
化
は

国
の
国
土
強
靭
化
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、

市
総
合
計
画
に
位
置
付
け
、
市
道
６
号

線
な
ど
緊
急
輸
送
道
路
を
優
先
的
に
整

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
野
々
山
　
静
香

一
　
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て

問　
分
娩
業
務
を
休
止
し
て
い
る
秦
野

赤
十
字
病
院
の
分
娩
業
務
再
開
と
、
分

娩
受
け
入
れ
な
ど
を
条
件
と
す
る
八
木

病
院
移
転
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答　
秦
野
赤
十
字
病
院
で
は
、
少
数
の

医
師
で
も
対
応
可
能
な
分
娩
手
法
な
ど

多
角
的
に
検
討
し
て
い
る
。
八
木
病
院

移
転
に
つ
い
て
は
、
現
在
白
紙
の
状
態

で
あ
る
が
、
再
度
、
移
転
の
希
望
が
あ

れ
ば
改
め
て
協
議
に
応
じ
た
い
。

問　
分
娩
業
務
再
開
ま
で
の
間
、
妊
婦

が
安
心
し
て
出
産
に
臨
む
た
め
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

妊
婦
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
妊
婦
健
康
診
査
な
ど
で
は
、

近
隣
自
治
体
と
比
べ
て
手
厚
い
費
用
補

大
根
、
鶴
巻
、
西
の
３
地
区
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
多
世
代
交
流
の
場
所
と
し

て
空
き
店
舗
を
活
用
し
、
北
、
西
地
区

で
は
、
老
人
会
な
ど
が
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
の
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

要
望　
群
馬
県
高
崎
市
で
は
、
空
き
家

内
３
カ
所
を
未
病
セ
ン
タ
ー
と
し
た
健

康
相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
高
齢
者
向
け
に
は
運
動
、
栄
養
、

口
腔
機
能
向
上
、
認
知
症
予
防
な
ど
、

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
普
及
啓
発
を
中

心
に
実
施
し
て
い
る
。

二
　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　
鳥
獣
被
害
対
策
は
農
政
の
最
重
要

課
題
と
考
え
る
。
以
前
提
案
し
た
移
動

解
体
車
の
導
入
や
、
大
型
の
焼
却
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
は
ど
う
か
。

答　
平
成
30
年
度
の
捕
獲
数
は
シ
カ
99

頭
、
イ
ノ
シ
シ
60
頭
の
計
１
５
９
頭
で
、

伊
勢
原
動
物
霊
園
に
お
い
て
22
頭
を
焼

却
処
分
し
た
。
現
時
点
で
は
動
物
霊
園

で
の
処
分
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。
施

設
の
設
置
は
広
域
的
な
検
討
が
必
要
で

問　
他
市
で
は
、
仕
様
書
か
ら
関
連
す

る
と
こ
ろ
を
全
て
削
除
す
る
偽
装
請
負

が
あ
っ
た
。
本
市
で
は
心
配
な
い
か
。

答　
業
務
内
容
や
要
求
水
準
を
契
約
書

な
ど
で
明
ら
か
に
し
、
受
注
業
者
は
市

の
求
め
に
応
じ
て
独
立
し
て
業
務
を
行

う
た
め
、
偽
装
請
負
に
は
当
た
ら
な
い
。

三
　
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
度
の
預
金
差
し
押
さ
え

件
数
は
３
５
６
件
だ
が
、
差
し
押
さ
え

の
根
拠
と
、
そ
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
税
徴
収
法
を
準
用
し
執
行
し
て

い
る
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
20
日
以
内
に

督
促
状
を
送
り
、
納
税
相
談
員
が
訪
問

し
納
税
相
談
に
来
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

ほ
か
、
生
活
保
護
費
の
減
額
な
ど
に
つ

い
て
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
質
問
し
た
。

備
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
国
道
・

県
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
要
望
す
る
。

要
望　
メ
ー
ル
で
の
情
報
収
集
が
困
難

な
人
の
た
め
に
災
害
時
の
情
報
伝
達
・

入
手
方
法
の
多
様
化
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
仮
称
）

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

今
後
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
組
合

設
立
に
向
け
た
課
題
や
今
後
の
予
定
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
企
業
誘
致
の
た
め
の
産
業
用
地
設

定
、
区
域
内
の
住
宅
配
置
、
道
路
な
ど

の
整
備
を
課
題
と
し
て
、
権
利
者
に
理

助
を
実
施
し
、
妊
婦
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
切
れ
目
な
い
支
援
に
努
め
て
い
る
。

問　
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
リ
ス
ト
に
秦
野
赤
十

字
病
院
と
神
奈
川
病
院
の
名
前
が
示
さ

れ
、
産
科
だ
け
で
な
く
病
院
自
体
が
統

廃
合
さ
れ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
が
、

本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
今
回
の

対
策
と
し
て
有
効
な
８
つ
の
制
度
が
整

備
さ
れ
、
手
間
の
か
か
る
「
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
は
一
切
し
な
い
」
と
し
て
、
制

度
の
整
備
に
よ
り
市
民
力
で
空
き
家
を

解
決
す
る
方
策
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
大
学
生
に
よ
る
「
０
号
館
」
と

い
う
取
り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
、
市
民

活
動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
市
で

も
制
度
の
整
備
と
と
も
に
、
対
応
す
る

市
職
員
を
１
人
か
ら
、
さ
ら
な
る
体
制

の
整
備
を
す
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

あ
り
、
神
奈
川
県
へ
要
望
し
て
い
る
。

三
　
新
東
名
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け

る
、
大
手
企
業
の
進
出
協
議
撤
回
後
の

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
に
よ
る
交
通
利
便
性
、
住
環
境
と

自
然
環
境
の
良
さ
を
持
つ
強
み
を
生
か

し
、
本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

方
針
変
更
せ
ず
企
業
誘
致
促
進
を
図
る
。

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
事
業
計
画
案
の
策

定
に
取
り
組
む
。
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー

ン
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
中
心
市
街
地

を
結
ぶ
新
た
な
都
市
計
画
道
路
を
矢
坪

沢
の
整
備
と
併
せ
て
実
施
予
定
で
あ
る
。

要
望　
地
域
活
性
化
の
た
め
新
た
な
都

市
計
画
道
路
の
早
期
事
業
化
、
工
事
着

工
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

取
り
組
み
は
各
医
療
機
関
に
必
要
な
病

床
数
な
ど
に
つ
い
て
再
検
討
を
依
頼
す

る
も
の
で
、
統
廃
合
を
決
定
す
る
も
の

で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
県
と
連

携
し
周
産
期
医
療
を
含
め
た
さ
ら
な
る

医
療
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

要
望　
分
娩
業
務
再
開
に
つ
い
て
の
現

況
や
再
開
に
向
け
て
の
支
援
な
ど
も
市

民
に
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
。

　一般質問は、10 月 9日、10日、11日の
3日間行われ、19人の議員が登壇しました。
　質問は、市政全般にわたり、活発な議論が
展開されました。
　一般質問は、5面・6面・7面にも掲載さ
れています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を
掲載）

一 般 質 問

議長公務（９月～11月）
議長の主な公務についてお知らせします。
より詳細な公務日程については、市議会
ホームページで公開しています。 今井　実 議長
○９月
 28日 （土） ～ 29日（日）
   第72回秦野たばこ祭開会式、オープニング

パレード、交流会
○10月
 19日 （土） 第52回秦野市社会福祉大会（副議長同席）
 25日 （金） 神奈川県市議会議長会　正副議長研修会・

第203回定例会（副議長同席）
 27日 （日） 消防団フェスティバル
 30日 （水） ～ 31日（木）
   全国市議会議長会研究フォーラム（高知県）
○11月
 ３日 （日） 第40回秦野市市民の日開会式・令和元年

度秦野市功労者等表彰式（副議長同席）
 ８日 （金） ～９日（土）
   第25回全国報徳サミット筑西市大会
 16日 （土） 2019年度JAはだの農業まつりオープニン

グセレモニー
 18日 （月） 令和元年度秦野市優良店舗・工場及び技

能者の表彰式

※Lアラート…災害発生時に地方公共団体などが多様なメディアを通じて地域住民などに必要な情報を迅速かつ効率的に伝達する総務省が運用する災害情報共有システム用語解説

空き店舗を活用した多世代交流の場
「みんなのて」

はだの議会だより 令和元年（2019 年）11月24日（日）  第 234号〘4〙




